
北塩原村農業再生協議会水田フル活用ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題 

 北塩原村は、気象、地勢等の自然条件及び産業構造等の社会経済的条件を異にする「北山地区」「大

塩地区」「桧原地区」の三地区で構成されている。 

 「北山地区」は比較的平坦であり、区画整理も終了した作業環境の整備された地区である。 

 「大塩地区」は山間に囲まれた谷間に位置する中山間地域であり、棚田的耕地が多く、経営面積も

小さく基盤整備も実施されていない地区である。 

 「北山地区」「大塩地区」はライスセンターの整備拡充等により水稲を中心に、野菜、花き、そば等

を組み合わせた農業経営が行われている。 

 「桧原地区」は標高約８００ｍに位置する高原地帯であり、多くの観光客が訪れる日本有数の観光

地でもある。観光客のニーズに合った高冷地に適した高原野菜、夏秋いちご、夏秋ほうれんそう、じ

ゅんさい、そば等を中心とした農業経営が行われている。 

 すべての地区において、農業者の高齢化が進んでおり、不作付地の増加防止や改善が課題となって

いる。 

 また、地産地消の推奨や地場産品の６次化など、観光産業等との連携による新しい形態の農業展開

も求められている。 

 

２ 作物ごとの取組方針 

 村内の約３１０㏊（不作付地含む）の水田について、適地適作を基本に産地交付金を有効に活用し

ながら、栽培面積の維持・生産量の拡大を図る。 

 

（１）主食用米 

   水稲は、本村農業生産の約７割を占める基幹作物であり、良質・良食味として高い評価を得て

いるが、売れる米作りの生産体制を確立するため、トレーサビリティ（生産履歴）への取組みを

はじめ、有機栽培、減農薬、減化学肥料栽培などの特別栽培米への取組みを図りながら、安定的

に収量を確保し、安全・安心な米の生産と供給を目標とする。 

   また、前年の需要動向や集荷業者等の意向を取り入れた米の生産を行う。 

（２）そば 

   ＪＡや地域の実需者との契約に基づき、現行の栽培面積を維持する。 

（３）野菜 

   水田農業の生産性向上のため、地域の主力作物に位置づけられている下記の 14 品目を基幹作 

物として作付を推進する。 

ア）野菜指定産地や、青果物価格補償制度等に位置づけられているものや、経営の主力となる

品目。 

 「アスパラガス」「きゅうり」「トマト（加工を含む）」「葉たばこ」「さやいんげん」「いちご」 

イ）立地条件を活かした特産品目等、作付維持・拡大を目指している品目。 

 「ねぎ」「ほうれんそう」「かぼちゃ」「花嫁ささげ」「じゅんさい」「トルコギキョウ」「りん

どう」「芍薬」 

（４）不作付地の解消 

    現行の不作付地（約４９㏊）について、産地交付金に景観形成作物助成を取り入れ、今後５年

間で約１㏊の解消を図る。            

 



３ 作物ごとの作付予定面積 

作物 平成 25 年度の作付面積 

（ha） 

平成 26 年度の作付予定面積 

（ha） 

平成 28 年度の目標作付面積 

（ha） 
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４ 平成 28 年度に向けた取組及び目標 

                                        （単位：ha） 

取組 

番号 対象作物 取組 

分類 

※ 指標 
平成 25 年度 

（現状値） 

平成 26 年度 

（予定） 

平成 28 年度 

（目標値） 
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※「分類」欄については、要綱（別紙 11）の２（５）のア、イ、ウのいずれに該当するか記入して下さい。

（複数該当する場合には、ア、イ、ウのうち主たる取組に該当するものをいずれか 1つ記入して下さい。） 

ア 農業・農村の所得増加につながる作物生産の取組 

  イ 生産性向上等、低コスト化に取り組む作物生産の取組 

  ウ 地域特産品など、ニーズの高い産品の産地化を図るための取組を行いながら付加価値の高い作物

を生産する取組 

 

５ 産地交付金の活用方法の明細 

  別紙のとおり 
   


